「ふくおか視覚障害者雇用開発推進センター」
（キャリアセンターあい）について

· 経緯

視覚障害者の一般就労への要望は非常に高くなっていますが、視覚障害者が就労しようとしても様々な困難があり就労できないのが現状です。特に重度視覚障害者が按摩・鍼・灸の「３療業」以外に職を求めることに対する理解・認識は極めて低く、「目が見えないのだから事務職などできない」という固定観念でしか捉えられていません。求人側である企業も就職を斡旋する機関も職業訓練機関も同じです。また、重度視覚障害者の雇用を支援するためのシステムもほとんどありません。
この現状をなんとか変えたいと願う有志数名（視覚障害当事者、支援団体役員、県会議員など）が世話人となり、視覚障害者の雇用について研究していこうということで平成１９年９月に「視覚障害者のための雇用開発研究会」を発足させ、翌平成２０年９月には、視覚障害者の就労を支援していく団体として「ふくおか視覚障害者雇用開発推進センター」が正式発会しました。
· これまでの活動と今後の予定
１．平成２０年２～５月　「視覚障害者の雇用開発支援者研修」

ITを駆使することで視覚障害者の就労の可能性が大きく広がるということを広く知ってもらう目的で4回にわたり研修会を実施しました。スクリーンリーダーをインストールしたパソコンを使い、目が見えなくてもパソコンを使って仕事ができることを体験的に知ってもらいました。また、視覚障害者へのITサポートには、単なるITの知識や技術だけではなく、視覚障害者の特性の応じた支援技術と指導技術を持った専門家が、きちんとした教育プログラムに基づいて当たらなければならないことを理解してもらいました。

定員（8名）を越す申し込みがあり、若干名の見学者を受け入れました。
	回
	日時
	内容
	主な参加者

	第１回
	2月16日（土）
	アドボイスで名簿管理
	歩行訓練士、福岡県労働局職員、北九州市職員、障害者職能校教職員、福岡県県会議員、障害者支援機関職員、ＩＴサポーター、その他個人参加など

	第２回
	3月23日（日）
	画面なしでエクセル操作
	

	第３回
	4月19日（土）
	ウェブアクセシビリティ
	

	第４回
	5月17日（土）
	IT支援基礎講座
	


２．平成２０年６月２９日　就労支援シンポジウム

「視覚障害者の就労と可能性～視覚障害者を取り巻く雇用背景と新しい職域について～」として、厚生労働省福岡労働局地方障害者雇用担当官の岩野氏に基調講演をいただき、当事者、福岡障害者職業能力開発校、化成フロンティアサービス、福岡高等盲学校、福祉用具プラザ、北九州障害福祉ボランティア協会などからのパネリストのよる討議が行なわれました。定員を超え、70数名の参加者がありました。
３．平成２０年９月２８日　「ふくおか視覚障害者雇用開発推進センター」として正式発会

それまでの「視覚障害者のための雇用開発研究会」を「ふくおか視覚障害者雇用開発推進センター（キャリアセンターあい）」と名称変更し、任意団体として正式に発会しました。NPO法人化に向けた定款や役員体制を提案し承認されました。
４．平成２１年１～３月　福岡県との協働事業

平成２１年６月に企画提案した福岡県との協働事業「視覚障害者へのIT支援者育成事業」が１０月に採択決定され、それに基づき合計36時間のIT支援者育成講座を実施しました。８名の定員に対して２０名を越す応募があり、受講者8名と聴講者１２名を受け入れました。

受講者･聴講者は、障害者支援施設や機関の職員、教員、パソコンサポーター、PCインストラクター、大学生など多岐に渡り、視覚障害当事者も１０名近くいました。
　ディスプレイがまったく見えない全盲者からパソコンに対するバリアがまったくない人までを対象とした講座であったため、講師にはそれに対応する技量が問われました。
　３６時間の講座の内容は、視覚障害理解、視覚障害者の特性を理解したパソコン支援技術、仕事に役立つパソコン利用法、ビジネスマナー、実際に仕事をしている当事者や管理者の体験談などでした。最後には教育実習ということで視覚障害者へマンツーマンの指導を実際にしてもらいました。

カリキュラムなどの詳しい資料は、別紙を参照してください。

５．平成２１年６～１２月　「障害者の就労支援のためのコミュニティITスキルプログラム」

　「障害者の就労支援のためのコミュニティＩＴスキルプログラム」とは、マイクロソフトが２００３年より開始した社会的、経済的困難を抱える人々の可能性をＩＴで拡げることを目指すＩＴスキル研修プログラムのひとつで、NPO法人ｅ－ＡＴ利用促進協会が受託実施する事業です。

ふくおか視覚障害者雇用開発推進センターは、このプログラムの実施協力団体として、平成２１年２月にe-AT利用促進協会と契約書を締結して、福祉情報技術コーディネーター１級取得者を中心とする１０名のコーディネーターが１０名の視覚障害者のワーカーに就労支援を開始しています。ワーカーは、ホームページ作成、一般事務、点字の3つのグループのいずれかに属して作業を行っていきます。
６．平成２１年８～１０月　視覚障害者の資格取得支援事業
　特定非営利活動法人北九州視覚障害者自立推進協会あいずが助成金申請した事業へ協力団体として参加・協力します。パソコン検定資格を取得したい視覚障害者へ受験支援をするもので、問題集作成や検定対策講座を実施します。
　視覚障害者にとってパソコンなどの資格試験を受験することは困難でしたが、日本盲人職能開発センターが日本商工会議所の「日商PC検定試験」をネット上でスクリーンリーダーを使って受験できるシステムを作りました。現在、東京だけでしか受験できませんが、１０月には北九州でも受験できるようにします。

７．平成２１年１１月～　見えにくい人のための情報バリアフリー化事業（予定）
　見えにくい人が情報技術を利用する上でのバリアについて調査研究し、その解決方法を研究開発します。また、その成果に基づき支援者育成を育成し、見えにくい人を対象にしたパソコン講座を実施し、成果を検証します。

　これから企画書をまとめ助成事業に応募します。
ふくおか視覚障害者雇用開発推進センター（キャリアセンターあい）役員

	役職
	氏名
	所属など

	理事長
	赤松　賢一
	旧「視覚障害者のための雇用開発研究会」　会長

	副理事長
	野村　秀紀
	（特活）北九州市視覚障害者自立推進協会あいず　理事長

	副理事長
	高橋　良彰
	福岡県視覚障害者友好協会　会長

	事務局長/理事
	須藤　輝勝
	（社）北九州市障害福祉ボランティア協会　理事

	理事
	氏間　和仁
	福岡教育大学教育学部特別支援教育講座　准教授

	理事
	田中　清
	（有）化成フロンティアサービス　取締役

	理事
	音部　洋輔
	北九州市障害者パソコンサポーター派遣事業　登録サポーター

	監事
	緒方　浩二
	（有）ケイアンドワイ　社長


